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小型通風式温度計発信器 
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                Ｖｅｒ１．０ 

 

 
 

     本製品を正しくお使いいただくため、ご使用の前に必ず本書をお読み下さい。 

   また、本書は必要なときにすぐ使えるように、手近な所に大切に保管して下さい。 
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                                ご使用の前に 

 

 

           警  告 

 

        ・本製品を使用する前に、必ずこの取扱説明書をよく読んで理解して下さい。 

        ・この取扱説明書は、手近な所に大切に保管し、必要なときにいつでも取り 

        出せるようにして下さい。 

        ・製品本来の使用方法及び取扱説明書に指定した使用方法を守って下さい。 

        ・本書の安全に関する指示に対しては、指示内容を理解の上、必ず従って下さい。 

            以上の指示を必ず厳守して下さい。 

            指示に従わないと怪我や事故の恐れがあります。 
 

 

 

  《取扱説明書について》 

    ・取扱説明書の内容は、製品の性能・機能の向上により、将来予告なしに変更することがあり       

  ます。 

    ・取扱説明書の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止しています。       

  ・取扱説明書の内容に関しては万全を期していますが、万一不審な点や誤り、記載もれに気付      

   いたときは、お手数ですが当社までご連絡下さい。 

 

  《履  歴》 

     ・２００６年１２月 初版発行 Ｖｅｒ１．０ 

         ・２０１２年  ７月 改訂版  Ｖｅｒ１．０(本社移転に伴うお問い合わせ先の変更) 

 

 

    《お問い合わせ先》 

     英弘精機株式会社 

 本社(営業部) 〒151-0072                   TEL(03)3469-6714 

  東京都渋谷区幡ヶ谷1-21-8 FAX(03)3469-6719 

 ｶｽﾀﾏｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ  TEL(03)3469-5908 

   FAX(03)3469-5897 

 大阪営業所 〒532-0012  TEL(06)6307-3830(代) 

  大阪市淀川区木川東3-1-31大桜ビル5F FAX(06)6307-3860 

               ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｋｏ．ｃｏ．ｊｐ 
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                安全に正しくお使い頂くために 

 

 

《絵表示について》 

 

   この取扱説明書では、製品を正しくお使い頂き、お客様や他の人々への危害や財産への損害を 

 未然に防止するために、いろいろな絵表示を使用しています。      

 その表示の意味は次の通りです。 

 
 

   警 告    この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または 

  厳 守  重傷を負う可能性があることを示しています。 

 

  注 意    この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負っ 

       たり、物的損害の発生が想定されることを示しています。 

 

 

 警告の指示事項 

       本製品を使用する前に以下の警告、厳守、注意事項をよく読み、指示に従って下さい。 

 

   ・設置について 
 

       警 告   本器はボルト、ナット等で台に固定して下さい。 

          強風、地震等により転落し、思わぬ事故を引き起こす恐れが 

          あります。 

 

 

 

   ・送風ファンによる巻き込まれについて 
 

        警 告     送風ファンの回転中、指等を入れますと思わぬ事故を 

     引き起こす恐れがあります。 
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   ・接地について 
 

        厳 守    新規設置時や移設したときにはアース線を接地して下さい。 

         接地が不備の場合、感電や漏電事故の原因になる可能性が 

         あります。 

 

 

  

 

  ・電 源 
 

        注 意  機器の電源電圧が供給電源の電圧、種類（ＡＣ、ＤＣ）に 

         合っているか必ず確認した上で、本器の電源を入れて下さい。 
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１．概 要 

    本器は、支柱（ポール）に取り付け、変換器と組み合わせて温度を精度よく計測する 

   ためものです。 

 

２．構 成 

  （１）温度計発信器                     ＴＳ－３０１Ｃ              １台 

  （２）小型通風シェルター               ＴＶ－１５０              １台 

 

３．仕 様 

 ３．１ 温度計発信器 ＴＳ－３０１Ｃ 

 本器は、白金測温抵抗体（Pt100Ωat0℃）の温度変化に伴う抵抗変化を検出し、気温を測定します。 

  （１）検出方式     Ｐｔ１００Ω ａｔ ０℃ 測温抵抗体 ４線式 

  （２）精   度      ±０．１５℃（ＪＩＳ Ａ級） 

  （３）規定電流     ２ｍＡ 

  （４）材  質     ＳＵＳ３０４製 

  （５）測定範囲    －５０～＋５０℃ 

  （６）質   量     約０．５ｋｇ 

 

 ３．２ 小型通風シェルター ＴＶ－１５０ 

        通風筒と接続箱が一体の２インチポール取付構造。 

        筒内に温度計感部［φ6.4（厚さ1mm）のステンレスシースに素子を挿入し、 

    ＭgＯを充填した防滴構造］を組み込んで使用。 

 

  （１）検出方式    測温抵抗体の温度による抵抗変化 

                          三重筒 強制通風方式、逆流防止装置付 

  （２）規  格    素子：白金測温抵抗体 Ｐt 100Ω at ０℃   

                          階級：ＪＩＳ Ａ級（ＪＩＳ Ｃ １６０４による） 

             使用温度区分：Ｌ＝低温用（ＪＩＳ Ｃ １６０４による） 

                          応答速度：約 10秒（63.2％ 応答  水中) 

                          通風ファン：軸流ファン   

                    通風速度 ： ５～６ｍ/s 

    （３）使用条件     温度：－20～＋50℃（ただし、感部は －200～＋100℃） 

                湿度：0～100％RH 

   （４）接  続     ４心シールドケーブル 

                          ファンモータ用：２心ケーブル 

                     端子接続後、ケーブルグランドにて通線 

                          遠隔距離：１km以内 

    （５）主要材質        通風筒：ＳＵＳ３０４ 

                     断熱材：発泡ポリウレタン 

                          接続箱：アルミニウム 鋳物 

   （６）表面処理    通風筒：ステンレス地 バフ仕上げ 

                  接続箱：白色アルマイト処理 

   （７）ﾌｧﾝ用電源       AC100Ｖ±10Ｖ 50／60Hz 

                          約15VA 

    （８）質  量     約 5.4㎏ 
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４．構造・動作原理 

    構造は、図１に示す通りです。                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  構造図 

 

      ①笠                 ⑧ 端子台 

           ②ボンネット取付ネジ         ⑨ シェルター取付金具 

           ③通風筒               ⑩ シェルター取付ねじ 

           ④通風筒止めネジ           ⑪ 防水コードブッシュ 

           ⑤温度感部              ⑫ 蓋取付ネジ 

           ⑥感部取付板             ⑬ 蓋 

           ⑦通風ファン 
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      温度計発信器感部外観は、図２に示す通りです。 

      白金測温抵抗体をステンレスの保護管に納め、完全防水型としたものです。 

 

               白金線の電気抵抗と温度の関係は次の式で表されます。 

 

               Ｒｔ＝Ｒ0 （１＋Ａｔ＋Ｂｔ２） 

               Ｒｔ：温度 ｔ℃における抵抗値（Ω） 

               Ｒ0 ：温度 ０℃における抵抗値（Ω） 

               Ａ  ：定数 ３．９８０２×１０
－３
℃

－１
 

               Ｂ  ：定数 －５．８０２×１０－７℃－２
 

               ｔ  ：温度（℃） 

                                                 

      この式が示すように、白金線の電気抵抗 

  を測定することによって温度を知ることが 

  できます。 

      これが白金抵抗温度計発信器の測定原理です。 

  この原理によって温度を測定するには、白 

  金線を同一温度にする必要があり、そのた 

  めに通風筒が用いられています。 

      又、保護管はできるだけ熱伝導の優れた 

  腐食しにくいものを選んであります。 

 

 

                                                         図２  温度計発信器感部外観図 

 

                               測温抵抗体－抵抗表（Pt 100Ω at 0℃） 
 

  温度（℃）  抵抗値（Ω）  温度（℃）  抵抗値（Ω）  

  －５０   ８０．３１    １０  １０３．９０ 

  －４０   ８４．２７   ２０  １０７．７９ 

  －３０   ８８．２２   ３０  １１１．６７ 

  －２０   ９２．１６   ４０  １１５．５４ 

  －１０   ９６．０９   ５０  １１９．４０ 

    ０  １００．００   
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５．接 続 

   本器の端子部の蓋を外すと内部に端子台があります。 

  Ａ、Ｂなどと表示されている端子が検出器の信号用です。 

    Ｕ、Ｖは通風ファンモータ用電源です。電源（ＡＣ１００Ｖ）を接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

     図３ 配線図（４線式で使う場合） 

 

 

  

 

 

 

 

図４ 配線図（３線式で使う場合） 

 

６．保 守 

  特に保守する必要はありませんが、感部の汚れや、感部が他のものに接触していると誤差を 

    生じますので注意してください。 

     注意事項 １）接続端子及び中継接続のネジの締め付け 

            ：接触不良は大きな誤差の原因になります。 

         ２）通風ファンモータの動作確認 

            ：ファンモータが停止すると通風筒内部の気温に誤差を生じます。 

 

７．設置場所の選定 

 １）観測場所の気温の代表性を考えて設置して下さい。 

   感部は日射あるいは地表や周囲の建造物からの反射を受けないようにします。 

   測器の周囲は通風をよくし、凹地になる場所は避けて下さい。 

 

 ２）地面付近の温度こう配は、放射の影響で地面に近いほど大きいので、温度計の高さが低いほど、 

     日中の気温は高く、夜間は低くなる傾向があります。 

    ＷＭＯ（世界気象機構）の技術規則では、温度発信器を地上１．２５～２ｍの高さに 

      設置します。 

   近くの地上には芝を張り、輻射熱を軽減して下さい。 
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